
富士通健康保険組合決算のご案内

その他の収入

12億円

健康保険料

（調整保険料
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事務所費他

9億円

財政調整事

業拠出金

9億円

保健事業費

36億円

拠出金 ※2

244億円

保険給付費 ※1

348億円

支出 646億円

※1 病院で支払う本人窓口負担以外（７割等）や、病気やケガ・出産時等の給付金
※2 全国の高齢者の医療費を支えるために国へ拠出（前期高齢者納付金、後期高齢者支援金等）

収入：663億円
支出：646億円

収支差引残高 +17億円

2022年度

■決算の状況

【2022年度】
～被保険者１人当りの支出額内訳～
（平均被保険者数； 102,443人）

保険給付費

339,472円

54%

拠出金

238,534円

38%

保健事業費

34,833円

6%

財政調整事業拠出金

9,340円

1%

事務所費他

8,577円

1%

● 健康保険

２022年度決算は、収入663億円、支出646億円、収支差引17億円の黒字となりました。

健康保険料収入は651億円で、被保険者数の減少にともない前年度より25億円減となりました。支出につい

ては、全国の高齢者の医療費を支えるための拠出金が一時的に減少（前年度差▲16億円）したものの、保険給

付費が前年より増加しました（+６億円）。2022年度はコロナ関連医療費（※）が給付費全体の12.7%を占

める44億円となり、保険給付費が増加した要因の１つと考えられます。

（※ 治療費のほかPCR検査費用、関連疾病の治療費等含む）

～拠出金について～

2022年度は、計算の基礎となる2020

年度の高齢者医療費が、コロナウイルス感

染症流行の影響による医療機関への受診控

えの影響で低く抑えられたこと等により一

時的な減となりましたが、来年度以降は増

加が見込まれます。

- 前期高齢者納付金

2024年度より、各保険者の被保険者の

報酬水準を加味した「総報酬割」が一部導

入(1/3)されることとが決定しており、当

健保においても負担増となる見込みです。

● 介護保険

2022年度決算は、収入97億円、支出96億円、収支差

引１億円の黒字となりました。2022年度は、介護納付金の

増加に対応するため、料率を前年度差＋0.8‰の17.6‰へ

引き上げるとともに、介護準備金（※）の取り崩し（繰入）

を行いました。

※法定の積立金

科 目 決算額

収 入

介護保険料 94

繰入金 3

収入合計 97

支 出
介護納付金他 96

支出合計 96

収支差引 1

被保険者１人当り支出額 630,756円
（2021年度 607,976円 ）

(億円)

～ 富士通健康保険組合の各種制度については健保HPの各ページをご確認ください～
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